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第
２
期
下
関
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

特集

～誰もが健康で、ふれあいを大切にした温かみのあるまち～

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
核
家
族
・

ひ
と
り
暮
ら
し
の
世
帯
の
増
加
、
地
域
の
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
の
薄
れ
な
ど
、
社
会
の

状
況
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

高
齢
者
や
子
育
て
家
庭
な
ど
の
地
域
か
ら
の

孤
立
や
、
認
知
症
高
齢
者
や
介
護
が
必
要
な

人
の
増
加
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
ニ
ー
ズ
が
拡
大
、
多
様
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
が
つ
な
が
り
、
支
え
合
う

仕
組
み
を
つ
く
り
、「
地
域
の
福
祉
力
」
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
市
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
っ

て
本
市
の
地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
に
こ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

３
つ
の
基
本
目
標

こ
の
た
び
第
１
期
計
画
が
平
成
24
年
度
で
終
了
し
た
た
め
、
平
成
25
年
度
～
29
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
２
期
下
関
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
特
集

で
は
、
第
２
期
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。　

   

詳
細　
福
祉
政
策
課
（
☎
231−

１
７
２
３
）

温
か
み
の
あ
る
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
て

　地域のみんながお互いさまの
気持ちで助け合える仕組みをつくろう
　①地域福祉を推進するネットワーク
　　の構築
　②福祉に関する市民活動の促進
　③民生委員・児童委員との連携

　地域のみんなが出会い、いつも笑顔
で過ごせる関係をつくろう
①交流機会・社会参加の機会の充実
②地域福祉の担い手となる人材の育成
③共に支え合い、助け合う意識づくり

ふれあい

　地域のみんなが健やかに安心
して暮らせる環境をつくろう
①福祉サービスの充実
②福祉サービスの情報提供の充実
③相談体制の充実
④地域の防犯・防災体制づくり
⑤人にやさしいまちづくり

あんしん ささえあい



3 平成25年６月号

地
域
福
祉
を
め
ざ
し
て

　
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
地
域
へ
の
愛
着
と
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
意
識
、
自
分
自
身
が
地

域
の
一
員
と
し
て
地
域
福
祉
を

担
う
こ
と
の
自
覚
を
持
ち
、
主

体
的
に
地
域
の
生
活
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す

　
こ
の
た
び
の
計
画
で
は
、
地

域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
独
自
の

活
動（
共
助
の
取
り
組
み
）を
、

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
団
体
の

活
動
事
例
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 。

自
助　
と
は

共
助　
と
は

公
助　
と
は

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら

の
主
体
的
な
取
り
組
み
で
生

活
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
。

隣
近
所
の
住
民
同
士
、
友
人
、

知
人
と
の
助
け
合
い
や
、
自

治
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
福
祉
員
、
市
民
活
動
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
事
業
者
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
地

域
で
活
動
す
る
団
体
の
支
え

に
よ
り
、
生
活
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
。

公
的
な
制
度
と
し
て
、
福
祉・

保
健
・
医
療
そ
の
他
の
関
連

す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す

る
こ
と
。

福祉部長　
　　　　髙田昭文※第２期下関市地域福祉

計画は、市のホームページ
でも見ることができます

市民自らの力で生活課題を解決
する「自助」を基本とし、地域
の支え合いによる「共助」によ
り支援し、行政がその「共助」
の取り組みを支援するとともに、
「公助」で提供するべきサービス
の充実を図り、地域福祉を推進
します。


